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1995 年 3 月 23 日東京大学法文 1 号館 4 階 413 号室
藤井省三先生研究室にて

( 高橋智	慶應義塾大学斯道文庫助手（当時）撮影 )
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『藤井省三教授　年譜・中国関係業績目録』の刊行にあたって

　藤井省三先生は 1988 年に東京大学文学部にご着任以来、30 年間に渡り
中国語中国文学研究室の教育にご貢献下さいました。大学では中国近現代
文学を講ずる授業を開講され、多くの学生に中国語圏文学の魅力を伝える
一方、大学院ゼミでは『周作人日記』『胡適日記』等の文献を逐語的に読
解する授業を行われ、50 名以上の門下生を育成されました。また先生は
中国人民大学、南京大学、台湾大学、香港教育大学やコロラド大学など海
外の名門大学より客員教授として招聘され、長期短期の講義を続けられる
中、各国の研究者と膠漆の交わりを結んで数々の共同研究を行い、「東ア
ジアにおける魯迅「阿Ｑ」像の系譜」「東アジアにおける村上春樹」など
100 を超える国際学会や国際シンポジウムを主催あるいはそれに参加され
ました。
　そのような多忙な学務と研究の中でも先生は学生との面談の時間を惜し
まれることなく、書籍が積まれた研究室で、夏には団扇を、冬には膝掛け
を愛用されながら、怜悧かつ穏やかな口調でご指導下さるお姿は多くの学
生から尊敬され愛されておられました。
　一方、先生は象牙の塔に籠もること無く、現代の作家や映画関係者、編
集者の方々とともに「作品」が生まれ読まれる現場に立ち、新聞や雑誌な
ど数々のメディアを通じて最新の中国語圏の文化・芸術について広く社会
に向けて発信し続けられました。
　本目録はこのような先生の研究成果を可能な限り収集し、著訳書・学術
論文・文芸評論・雑纂・国際学会講演報告をそれぞれ発表年順に掲載した
ものです。紙幅の都合により共同研究の詳細や一般向けの講演については
収録しておりません。先生の研究範囲は中国大陸および香港、台湾、韓国、
シンガポールなど中国語圏を中心とする東アジア全域に及び、研究対象は
魯迅、蘇曼殊や章炳麟から莫言、鄭義、韓寒、呂赫若、李昂、也斯、董啓
章まで、また夏目漱石から松本清張、村上春樹までと近代 150 年の文化・
芸術に及んでいます。
　先生の学術論文第一号「近代中國におけるバイロン受容をめぐって――

東大2018藤井省三最終校0222.indd   156 2019/02/22   18:22:46



 157 
藤井省三教授　年譜・中国関係業績目録

章柄麟・魯迅・蘇曼殊の場合――」（『日本中国学会』第 32 輯所収）は、
新進気鋭の研究者による新しい魯迅論として日本中国学会賞を受賞しまし
たが、論文の発表年が 1980 年であったことは、先生の研究史にとっても
日本の中国近現代文学研究にとっても象徴的な出来事であるように思いま
す。1980 年代とは、1972 年の日中国交正常化、1978 年の日中平和友好条
約締結を経て、日中双方が新たな関係を構築しようと交流を期待し模索し
た時代でした。先生は 1979 年に上海の復旦大学に留学されましたが、日
中両国政府交換留学第一期生の使命を果たすかのように、時代の要請に
応えて中国近現代文学に関する研究成果を次々と発表されました。1980
年代中国とは文革の混乱から改革開放へと向かう転換期であり、やがて
1989 年の天安門事件を経て経済成長の 1990 年代へと続く激動の時代でも
ありました。また香港や台湾では経済発展の中で各地域のアイデンティ
ティが形成され、独自の文化芸術が現れた時代でした。20 世紀から 21 世
紀へと世紀を越え、日本と中国大陸および台湾、香港、そして韓国、シン
ガポールと東アジアをご自身が「越境」し、各地の歴史や文学芸術に沈潜
すると同時に、それぞれの文化芸術の最前線に赴いてテーマを切り開き続
けた藤井先生の研究の軌跡は、1980 年代から現在に至る中国語圏を中心
とする東アジア文化交流史そのものと言えるのではないでしょうか。
　北京の春、天安門事件など幾度もの挫折を越え、研究に邁進された先生
の精力的な仕事の背後には、複雑に絡み合い時には衝突する東アジアの地
で、文学や芸術を通じて双方の国民性を理解することができれば武力衝突
を回避できるという平和への信念が横たわっていることを、先生は最終講
義で話されました（2018 年 3 月）。21 世紀現在、グローバル化が急進する
東アジアでは各国の交流は緊密になると同時に緊張をはらみ、私達は狭隘
なナショナリズムの陥穽に陥る危険と隣り合っているように思います。一
方、多様化しかつ周縁化する人文学の中で日本の中国近現代文学研究者の
役割は厳しく問われているように思います。このような今、「文の力」を
信じて中国近現代文学研究を切り開かれた藤井先生のご経歴・業績は、行
く手を照らす炬火として私達を導いて下さるのではないでしょうか。本目
録が中国近現代文学研究にとって貴重な資料となることを祈り、先生への
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尊敬をこめて序文とさせて頂きます。

2018 年 11 月 10 日
東京大学中国語中国文学研究室

助教　白井澄世
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藤井省三教授　年譜

1952 年 11 月 15 日	 東京都品川区で出生、大田区馬込で育つ。
1965 年 3 月（12 歳）	 大田区立馬込第二小学校を卒業。
1968 年 3 月（15 歳）	 大田区立馬込東中学校を卒業。
1972 年 3 月（19 歳）	 都立日比谷高等学校を卒業。

〔1969 年 4 月より一年間休学、ロータリー・クラ
ブ交換留学生としてオーストラリア・Haileybury	
College（パブリック・スクール高等部）に在籍〕。

1972 年 4 月（19 歳）	 東京大学教養学部文科三類に入学。
1974 年 4 月（21 歳）	 東京大学文学部中国語中国文学科に進学。
1976 年 3 月（23 歳）	 東京大学文学部中国語中国文学科を卒業（文学士）。

卒業論文は「蘇曼殊小説論」。
1978 年 3 月（25 歳）	 東京大学大学院人文科学研究科中国文学専攻修士課

程を修了。修士論文は「個と民族――章炳麟から魯迅・
蘇曼殊への展開をめぐって」。

1978 年 4 月（25 歳）　東京大学大学院人文科学研究科中国文学専攻博士課
程に進学（中国文学）。丸山昇教授に師事。

1979 年 9 月（26 歳）	 復旦大学中国文学系に留学（中国政府国費留学生）。
北京魯迅博物館・陳漱渝教授、華東師範大学・王自
立教授らに師事。

1980 年 8 月（27 歳）	 帰国。
1982 年 3 月（29 歳）	 東京大学大学院人文科学研究科中国文学専攻博士課

程を単位取得満期退学。
1982 年 4 月（29 歳）	 東京大学文学部・助手となる。
1985 年 4 月（32 歳）	 桜美林大学文学部・助教授（中国文学）となる。
1988 年 4 月（35 歳）	 東京大学文学部・助教授	（中国文学）となる。
1991 年 9 月（38 歳）	 東京大学より博士（文学）学位を授与される。

博士論文は「魯迅文学の形成と日中露三国の近代文
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化」（博士論文審査委員は主査：丸山昇教授、副査：
丸尾常喜教授、川端香男里教授、丸山松幸教授、佐
藤慎一助教授。）

1994 年 7 月（41 歳）	 東京大学文学部教授となる。
1995 年 4 月（42 歳）	 東京大学大学院人文社会系研究科教授となる。
2005 年 10 月（52 歳）	日本学術会議会員となる（2014 年 9 月 30 日まで）。
2018 年 3 月（65 歳）	 東京大学大学院人文社会系研究科を定年により退職。
2018 年 6 月（65 歳）	 東京大学大学院人文社会系研究科名誉教授となる。

〔非常勤講師として下記大学に出講〕
宇都宮大学、東京大学（教養学部）、東京大学（文学部）、和光大学、桜美
林大学、静岡大学、金沢大学、大阪大学、京都大学、熊本大学、東北大学、
山梨大学、山形大学、二松学舎大学、神戸大学、早稲田大学、放送大学。

〔訪問学者その他〕
北京大学、中国人民大学、北京国際関係大学、南京大学、南京師範大学、
東北師範大学、香港大学、香港嶺南大学、香港教育大学、シンガポール国
立大学、台湾大学、中央研究院、コロンビア大学、コロラド大学。
	

〔受賞歴〕
1981 年（29 歳）　　日本中国学会賞を受賞。

〔受賞論文「近代中國におけるバイロン受容をめぐっ
て―章炳麟・魯迅・蘇曼殊の場合―」〕

1983 年（31 歳）　　第 2 回東方学会賞を受賞。
〔論文「魯迅・周作人における『ネーション』と文学
―＜河南＞雑誌掲載論文の比較研究」(『東方学』第
62 輯 ) およびこれと関連する研究活動により受賞〕

2003 年（51 歳）　　第 19 回大平正芳賞を受賞。
〔『魯迅事典』（東京：三省堂、2002 年）により受賞〕

2016 年（64 歳）　　第 4 回岡倉天心記念賞翻訳賞を受賞。

東大2018藤井省三最終校0222.indd   160 2019/02/22   18:22:46



 161 
藤井省三教授　年譜・中国関係業績目録

〔林敏潔・南京師範大教授との共訳『莫言の思想と文学』
（東京：東方書店、2015 年）、『莫言の文学とその精神』
（東京：東方書店、2016 年）により受賞）

藤井省三教授　中国関係業績目録

〔表記について〕
・本目録は、著訳書類、期刊雑誌等掲載類〔学術論文等・文芸評論等・翻

訳等・雑纂等〕、国際学会講演報告類に三区分し、その中で時系列に並
べて表記した。

・著作は発表時の言語で表記した（簡体字中国語、繁体字中国語、英語、
韓国語など）。

・翻訳された著作は、〔○○語〕及び翻訳者を記し、原題等の説明は〔　〕
内に記した。

・刊行物の出版社・発行所は初出時のみ〔場所：発行所〕で記した。

１、著訳書類
１－１、単著

『ロシアの影――夏目漱石と魯迅』、東京：平凡社〔平凡社選書87〕、全242頁、
1985 年 4 月。

『魯迅――「故郷」の風景』、東京：平凡社〔平凡社選書 100〕、全 276 頁、
1986 年 10 月。

『エロシェンコの都市物語――1920 年代東京・上海・北京』、東京：みす
ず書房、全 348 頁、1989 年 4 月。

『中国文学この百年』、東京：新潮社〔新潮選書〕、全 240 頁、1991 年 2 月。
『東京外語支那語部――交流と侵略のはざまで』、東京：朝日新聞社〔朝日

選書〕、全 214 頁、1992 年 9 月。
『現代中国の輪郭――魯迅、胡適から鄭義、莫言まで文学を通して読む』、

東京：自由国民社〔読書の冒険シリーズ〕、全 239 頁、1993 年 6 月。
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『100 년간의 중국문학』〔韓国語〕金良守譯、서울 :	토마토、全 255 頁、
1995 年〔『中国文学この百年』の韓国語版〕。

『中国映画を読む本』、東京：朝日新聞社、全 224 頁、1996 年 5 月。
『鲁迅比较研究』〔中国語〕陈福康编译、上海：上海外语教育出版社、全 279 頁、

1997 年 3 月。
『魯迅「故郷」の読書史――近代中国の文学空間』、東京：創文社〔中国文

芸叢書〕、全 340 頁、1997 年 11 月。
『台湾文学この百年』、東京：東方書店、全 252 頁、1998 年 6 月。
『現代中国文化探検――四つの都市の物語』、東京：岩波書店、全 240 頁、

1999 年 11 月。
『百年の中国人』、東京：朝日新聞社、全 252 頁、2000 年 4 月。
『현대중국 , 영화로 가다』〔韓国語〕김양수〔金良守〕역、서울 :	지호、全

254 頁、2001 年〔『中国映画を読む本』の韓国語版〕。
『魯迅事典』、東京：三省堂、全 326 頁、2002 年 4 月〔第 19 回大平正芳賞

受賞作品〕。
『中国映画　百年を描く、百年を読む』、東京：岩波書店、全 256 頁、2002

年 7 月。
『鲁迅「故乡」阅读史	:	现代中国的文学空间』〔中国語〕董炳月译、北京：

新世界出版社、全 255 頁、2002 年。
『현대 중국 문화 탐험 :	네 도시 이야기』〔韓国語〕백영길〔白永吉〕옮김、

서울：소화、全 256 頁、2002 年〔『現代中国文化探検――四つの都市の
物語』の韓国語版〕。

『NHK 人間講座　新・魯迅のすすめ』、東京：日本放送出版協会、全 157 頁、
2003 年 2 月。

『中国見聞一五〇年』、東京：日本放送出版協会、全 222 頁、2003 年 7 月。
『台湾文学這一百年』〔中国語〕張季琳譯、台北：麦田出版、全 330 頁、

2004 年 8 月〔『台湾文学この百年』の増補中国語版〕。
『20 世紀の中国文学』、東京：放送大学教育振興会、全 275 頁、2005 年 3 月。
『村上春樹のなかの中国』、東京：朝日新聞社〔朝日選書〕、全 269 頁、

2007 年 7 月。
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『村上春樹心底的中國』〔中国語〕張明敏譯、台北	:	時報文化出版、全 269 頁、
2008 年 7 月〔『村上春樹のなかの中国』の中国語版〕。

『魯迅――東アジアを生きる文学』、東京：岩波書店〔岩波新書〕、全 262 頁、
2011 年 3 月。

『中国語圏文学史』、東京：東京大学出版会、全 244 頁、2011 年 10 月。
『중국어권 문학사』〔韓国語〕김양수〔金良守〕역、서울 : 소명출판、全 365 頁、

2013 年 12 月〔『中国語圏文学史』の韓国語版〕。
『루쉰	:	동아시아 에 살아 있는 문학』〔韓国語〕백계문訳、파주	:	한울、全

294 頁、2014 年 2 月〔『魯迅――東アジアを生きる文学』の韓国語版〕。
『隔空观影』〔中国語〕叶雨译、北京：世界图书出版公司、全 247 頁、2014

年 8 月〔『中国映画　百年を描く、百年を読む』の中国語版〕
『华语圈文学史』〔中国語〕贺昌盛译、南京：南京大学出版社、全 222 頁、

2014 年 8 月〔『中国語圏文学史』の中国語版〕。
『魯迅と日本文学――漱石・鴎外から清張・春樹まで』、東京：東京大学出

版会、全 262 頁、2015 年 8 月。
『魯迅と紹興酒――お酒で読み解く現代中国文化史』、東京：東方書店、全

286 頁、2018 年 10 月。

１－２、共編著
『よみがえる台湾文学――日本統治期の作家と作品』〔下村作次郎／中島利

郎／黄英哲との共編著〕、東京：東方書店、全 564 頁、1995 年 10 月。
『新しい中国文学史――近世から現代まで』〔大木康との共著〕、京都：ミ

ネルヴァ書房、vi ／全 279 頁、1997 年 6 月。
『台湾の「大東亜戦争」――文学・メディア・文化』〔黄英哲／垂水千恵と

の共編〕、東京：東京大学出版会、全 321 頁、2002 年 12 月。
『講座　台湾文学』〔山口守編、河原功／垂水千恵／山口守との共著〕、東京：

国書刊行会、全 259 頁／ xxxvp、2003 年 3 月。
『岩波講座「帝国」日本の学知』第 5 巻（東アジアの文学・言語空間）、〔藤

井省三責任編著、山口守／伊藤徳也／フェイ・ユエン・クリーマンほ
かとの共著〕、東京：岩波書店、全 319 頁、2006 年 6 月。
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『東アジアが読む村上春樹――東京大学文学部中国文学科国際共同研究
	Ｍｕｒａｋａｍｉ　Ｈａｒｕｋｉ　ｓｔｕｄｙ　ｂｏｏｋｓ』〔藤井省
三編、金良守／松崎寛子／張明敏らとの共著〕、東京：若草書房、全367頁、
2009 年 6 月。

『１Ｑ８４スタディーズ	〈ｂｏｏｋ　１〉	Ｍｕｒａｋａｍｉ　Ｈａｒｕｋｉ　
ｓｔｕｄｙ　ｂｏｏｋｓ』〔ルービン・ジェイ／渡部泰明／井桁貞義／
明里千章ほかとの共著〕、全 265 頁、東京：若草書房、2009 年 11 月。

１－３、翻訳書・注釈書
【単訳】
巴金著『長生塔──巴金童話集』〔中国文学名作双書１〕、東京：駿河台出

版社、全 85 頁、1986 年。
魯迅著『魯迅「童話」集──兔和猫』〔中国文学名作双書 3〕、東京：駿河

台出版社、全 80 頁、1988 年。
鄭義著『古井戸』〔『発見と冒険の中国文学』第 1 巻〕、東京：JICC 出版局、

全 243 頁、1990 年 10 月。
莫言著『花束を抱く女』、東京：JICC 出版局、全 211 頁、1992 年 10 月。
李昂著『夫殺し』、東京：宝島社、全 206 頁、1993 年 5 月。
莫言著『酒国』、東京：岩波書店、全 303 頁、1996 年 10 月。
鄭義著『神樹』、東京：朝日新聞社、全 598 頁、1999 年 10 月。
施叔青著『ヴィクトリア倶楽部』、東京：国書刊行会、全322頁、2002年 11月。
李昂著『自伝の小説』〔新しい台湾の文学〕、東京：国書刊行会、全 349 頁、

2004 年 10 月。
魯迅著『故郷／阿Ｑ正伝』、東京：光文社〔光文社古典新訳文庫〕、全 341 頁、

2009 年 4 月。
魯迅著『酒楼にて／非攻』、東京：光文社〔光文社古典新訳文庫〕、全 286 頁、

2010 年 10 月。
莫言著『透明な人参	:	莫言珠玉集』、東京：朝日出版社、全 286 頁、2013

年 2 月。
李昂著『海峡を渡る幽霊――李昂短篇集』、東京：白水社、全 260 頁、
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2018 年 2 月。
張愛玲著『傾城の恋／封鎖』、東京：光文社〔光文社古典新訳文庫〕、全 232 頁、

2018 年 5 月。

【共訳】
魯迅著『魯迅全集』第 12 巻「訳文序跋集」〔丸山昇責任編集、蘆田肇ほか

訳〕、東京：学習研究社、全 612 頁、1985 年 8 月〔担当頁は 209 ～ 278 頁、
321 ～ 333 頁、495 ～ 502 頁、506 ～ 507 頁、512 ～ 522 頁、533 ～ 535 頁、
555 ～ 556 頁〕。

羅信耀著『北京風俗大全：城壁と胡同の市民生活誌』〔藤井省三／佐藤豊
／宮尾正樹／坂井洋史との共訳〕、東京：平凡社、全 491 頁、1988 年 4
月〔担当頁は 3 ～ 120 頁〕。

『中国幻想小説傑作選』〔竹田晃編集〕、東京：白水社、全 293 頁、1990 年
12 月〔担当頁は 198 ～ 279 頁、287 ～ 293 頁〕。

莫言著『中国の村から――莫言短編集』〔『発見と冒険の中国文学』第 2 巻〕、
東京：JICC 出版局、全 240 頁、1991 年 4 月〔担当頁は「秋の水」7 ～ 30 頁、

「白い犬とブランコ」51 ～ 82 頁、「金髪の赤ちゃん」109 ～ 204 頁、「解
説・魔術的リアリズムの描く中国農村」213 ～ 240 頁〕。

魯迅ほか『笑いの共和国――中国ユーモア文学傑作選』、東京：白水社、
全 267 頁、1992 年 6 月〔担当頁は魯迅著「あひるの喜劇」5 ～ 10 頁、
張愛玲著「外国人が京劇およびその他を観ると」79 ～ 92 頁、莫言著「蠅・
前歯」168 ～ 203 頁〕。

『現代中国短編集』〔平凡社ライブラリー〕、東京：平凡社、全 366 頁、
1998 年 3 月〔担当頁は莫言著「良医」9 ～ 22 頁、莫言著「お下げ髪」
23 ～ 46 頁、李昂著「さらば故郷／西蓮／水麗」325 ～ 350 頁〕。

董啓章著『地図集』〔中島京子との共訳〕、東京：河出書房新社、全 280 頁、
2012 年 2 月。

莫言著『莫言の文学とその精神――中国と語る講演集』〔林敏潔編、林敏
潔との共訳〕、東京：東方書店、全 422 頁、2016 年 7 月〔第 4 回「岡倉
天心記念賞翻訳賞」受賞作品〕。
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莫言著『莫言の思想と文学――世界と語る講演集』〔林敏潔編、林敏潔と
の共訳〕、東京：東方書店、全 245 頁、2015 年 11 月〔第 4 回「岡倉天
心記念賞翻訳賞」受賞作品〕。

今福龍太・沼野充義・四方田犬彦編『世界文学のフロンティア』第 2 巻「愛
のかたち」、東京：岩波書店、全 238 頁、1996 年 11 月〔担当は李昂著「色
陽」176 ～ 189 頁〕。

今福龍太・沼野充義・四方田犬彦編『世界文学のフロンティア』第 4 巻「ノ
スタルジア」、全 300 頁、東京：岩波書店、1996 年 11 月〔担当頁は莫
言著「女郎遊び」239 ～ 253 頁〕。

若島正編『エソルド座の怪人 : アンソロジー／世界篇』、東京：早川書房、
全 286 頁、2007 年 3 月〔担当頁は李昂著「セクシードール」169 ～ 190 頁〕。

１－４、監修書・監訳書
クリストファー・ニュー著『上海』〔長堀祐造ほか訳、藤井省三監訳〕、東

京：平凡社、上巻全 544 頁、下巻全 421 頁、1991 年 4 月。
張愛玲・楊絳著『浪漫都市物語（上海・香港 ’40s）』〔桜庭ゆみ子ほか訳、

藤井省三監修〕、東京：JICC 出版局、全 238 頁、1991 年 12 月。
クリストファー・ニュー著『香港』〔斎藤兆史ほか訳、藤井省三監修〕、東

京：平凡社、全 517 頁、1993 年 4 月。
鄭義著『中国の地の底で』〔加藤三由紀・桜庭ゆみ子訳、藤井省三監訳〕、東京：

朝日新聞社、全 319 頁、1993 年 10 月。
夏暁虹著『纏足をほどいだ女たち』〔清水賢一郎／星野幸代訳、藤井省三

監修〕、東京：朝日新聞社、全 254 頁、1998 年 6 月。
李昻著『迷いの園』〔櫻庭ゆみ子訳、藤井省三監修〕、東京：国書刊行会、

全 366 頁、1999 年 3 月。
『中国文学研究文献要覧〈近現代文学 1978 ～ 2008〉』〔藤井省三監修、鄧

捷／藤澤太郎編集協力〕、東京：日外アソシエーツ、全 693 頁、2010 年
5 月。
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１－５、事典・解説等
「中国文学の 1998 年の回顧」、デジタル百科事典『マイペディア』、東京：

日立デジタル平凡社、1999 年 3 月。
「中国文学」、『ブリタニカ国際年鑑 2000 年版』、東京：ブリタニカ・ジャパン、

365 ～ 366 頁、2000 年 4 月。
「ノーベル賞（文学賞）」『ブリタニカ国際年鑑 2001 年版』、東京：ブリタニカ・

ジャパン、87 ～ 88 頁、2001 年 4 月。
『週刊朝日百科	世界の文学 (109)	中国』〔魯迅、莫言、高行健ほか〕、東京：

朝日新聞社、2001 年 8 月 26 日号。
「衛慧」『ブリタニカ国際年鑑 2002 年版』、東京：ブリタニカ・ジャパン、

57 ～ 58 頁、2002 年 4 月。
「中国文学の現況と翻訳・研究 '03」『文芸年鑑平成十六年版』、東京：新潮

社、87 ～ 90 頁、2004 年 7 月。
「巴金」「中国文学」、『ブリタニカ国際年鑑 2006 年版』、東京：ブリタニカ・

ジャパン、105 ～ 106 頁、360 ～ 361 頁、2006 年 4 月。
「海外文学　中国文学」、日本文芸家協会編『文芸年鑑 2013』、東京	:	新潮社、

106 ～ 109 頁、2013 年 6 月。
「中国文学」、『ブリタニカ国際年鑑 2014 年版』、東京：ブリタニカ・ジャパン、

315 ～ 316 頁、2014 年 4 月。
「海外文学　中国文学」、日本文芸家協会編『文芸年鑑 2014』、東京	:	新潮社、

77 ～ 80 頁、2014 年 6 月。

２、期刊雑誌等掲載類
２－１、学術論文

「日本介绍鲁迅文学活动最早的文字」〔中国語〕、『复旦学报』社会科学版、
91 ～ 92 頁、1980 年第 2 期、1980 年 3 月。

「近代中國におけるバイロン受容をめぐって――章柄麟・魯迅・蘇曼殊の
場合――」、『日本中国学会報』第 32 輯〔東京：日本中国学会〕、227 ～
240 頁、1980 年 10 月〔日本中国学会賞受賞論文〕。

「翻译契诃夫作品的一点补充｣〔中国語〕、『书林』第 8 期〔上海：上海人民
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出版社〕、49 頁、1980 年 12 月。
「魯迅・周作人における「ネーション」と文学――『河南』雑誌掲載論

文の比較研究」、『東方学』第 62 輯〔東京：東方学会〕、110 ～ 125 頁、
1981 年 7 月〔東方学会賞受賞論文〕。

「「故郷」の風景――魯迅「希望」の論理の展開をめぐって」、『中哲文学会
報』第 7 号〔東京：東大中哲文学会〕、94 ～ 113 頁、1982 年 6 月。

「魯迅における「詩人像」の崩壊――「野草」中の《復讐・希望》諸章の
形成をめぐって」、『日本中国学会報』第 34 輯、207 ～ 221 頁、1982 年
10 月。

「魯迅「吶喊・自序」の成立とエロシェンコ（その 1）」、『飆風』第 16 号〔宇
治：飆風の会〕、1 ～ 34 頁、1983 年 12 月。

「魯迅「吶喊・自序」の成立とエロシェンコ（その２）」、『飆風』第 17 号、
1 ～ 39 頁、1984 年 7 月。

「ボルシェビズムの時代における人類主義――魯迅と武者小路実篤」、『月
刊百科』第 271 号〔東京：平凡社〕、35 ～ 42 頁、1985 年 5 月。

「エロシェンコと「白鳥の歌」――魯迅訳『桃色の雲』への加筆をめぐっ
て（上）」、『UP』第 155 号〔東京：東京大学出版会〕、22 ～ 26 頁、
1985 年 9 月。

「エロシェンコと「白鳥の歌」――魯迅訳『桃色の雲』への加筆をめぐっ
て（下）」、『UP』第 156 号、20 ～ 26 頁、1985 年 10 月。

「魯迅とアンデルセン」、『伊藤漱平教授退官記念中国学論集』所収〔東京：
汲古書院〕、841 ～ 865 頁、1986 年 3 月。

「蘇曼殊『断鴻零雁記』論」、『桜美林大学中国文学論叢』第 11 号、110 ～
130 頁、1986 年 3 月。

「鲁迅的文学和哲学的起源――瓦茨和裴多菲的《希望》」〔中国語〕彭小苓译、
『中國现代文学研究丛刊』1986 年 3 期〔北京：北京出版社〕、198 ～ 209
頁、1986 年 10 月。

「魯迅と「さまよえるユダヤ人伝説（上）」『月刊百科』第 289 号、34 ～ 39
頁、1986 年 11 月。

「魯迅と「さまよえるユダヤ人伝説（下）」『月刊百科』第 290 号、15 ～ 22
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頁、1986 年 12 月。
「魯迅の童話的作品群をめぐって――「兎と猫・あひるの喜劇・鋳剣」小論」、

『桜美林大学中国文学論叢』第 13 号、45 ～ 65 頁、1987 年 3 月。
「《复仇》和长谷川如是闲以及阿尔志跋绥夫」〔中国語〕柳青娘译、『鲁迅研

究动态』1987 年 2 期〔北京：鲁迅博物馆〕、10 ～ 13 頁、1987 年 3 月。
「《铸剑》——复仇的文学」〔中国語〕张靖摘译、『鲁迅研究动态』1988 年 6

期、73 頁、1988 年 6 月。
「エロシェンコの北京講演「智識階級の使命」をめぐって」、『桜美林大学

中国文学論叢』第 14 号、164 ～ 186 頁、1989 年 3 月。
「共和国の興亡と中国文学」（特集「中国文学の現在――激動の半世」）、『ユ

リイカ』第 21 巻第 13 号〔東京：青土社〕、193 ～ 205 頁、1989 年 10 月。
「エロシェンコの北京講演（２）――「世界語とその文学」をめぐって」、『桜

美林大学中国文学論叢』第 15 号、119 ～ 128 頁、1990 年 3 月。
「鲁迅心目中的夏目漱石」〔中国語〕马蹄疾译／于天池校订、『鲁迅研究月刊』

1991 年 2 期、35 ～ 40 頁、1991 年 2 月。
「エロシェンコの北京講演（３）――「現代問題」をめぐって」、『桜美林

大学中国文学論叢』第 16 号、99 ～ 108 頁、1991 年 3 月。
「鲁迅的早期创作和安特莱夫在中国的命运」〔中国語〕马蹄疾译、『鲁迅研

究月刊』1991 年 3 期、40 ～ 42 頁、1991 年 3 月。
「暗喩としての満洲国――高橋和巳「墜落」の構造」（特集：没後 20 年高

橋和巳再読）、『文藝』第 30 巻第 3 号〔東京：河出書房新社〕、284 ～
293 頁、1991 年 8 月。

「鲁迅与芥川龙之介──围绕《流浪的犹太人》传说」〔中国語〕劉暁芳译、『鲁

迅研究月刊』1992 年 1 期、41 ～ 44 頁、1992 年 1 月。
「インテリゲンチャの端午節――魯迅と『北京風俗大全』」、『月刊しにか』

第 3 巻第 3 号〔東京：大修館書店〕、36 ～ 42 頁、1992 年 3 月。
「中国现代文学和知识阶级——兼谈鲁迅的《端午节》」〔中国語〕張欣整理、

『中國现代文学研究丛刊』1992 年 3 期、230 ～ 237 頁、1992 年 9 月。			
「魯迅と芥川竜之介――「さまよえるユダヤ人」伝説をめぐって」、『月刊

しにか』第 2 巻第 9 号、20 ～ 25 頁、1991 年 9 月。
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「关于台湾的日本文化界之意识形态——佐藤春夫《女诫扇绮谭》中的殖民
主义和民族主义」〔中国語〕、『外國文学研究』1992 年 12 期〔武汉：湖
北省外国文学学会〕、102 ～ 104 頁、1992 年 12 月。

「植民地台湾へのまなざし――佐藤春夫「女誡扇綺譚」をめぐって」（特集：
アジアという視座）、『日本文学』第 42 巻第 1 号〔東京：日本文学協会〕、
19 ～ 31 頁、1993 年 1 月。

‘On	the	Influence	of	 the	Legend	of‘The	Wondering	Jew’on	Lu	Xun	and	
Akutagawa	Ryunosuke’，ed.by	M.	Galik,	 “Chinese	Literature	 and	
European	Context:Proceedings	of	 the	2nd	 International	Sinological	
Symposium,	 Smolenice	 Castle ”,	 June	 22	25,	 1993,	 published	 by	
Institute	 of	Asian	 and	African	Studies	 of	 the	Slovak	Academy	of	
Sciences,Bratislava,	p93-98,	1994.

「中国语教室里的鲁迅——大正时期和昭和初期的汉语教育与对中国现代文
学的接受」〔中国語〕王静涛译、『中國现代文学研究丛刊』1994 年 2 期、
233 ～ 249 頁、1994 年 5 月。

「“ 大東亜戦争 ” 期における台湾皇民文学――読書市場の成熟と台湾ナショ
ナリズムの形成」（特集「「大東亜戦争」と文学」）、『文學界』第 49 巻
第 3 号〔東京：文藝春秋〕、164 ～ 189 頁、1995 年 3 月。

「鲁迅与料治朝鸣──围绕着《战争版画集》」〔中国語〕陳福康译、『鲁迅研
究月刊』1996 年 3 期、56 ～ 60 頁、1996 年 3 月。

「彼女はニューヨーク・ダダ (1)――胡適の恋人 E・クリフォ - ド・ウィ
リアムズの生涯」、『東方』第 180 号〔東京：東方書店〕、15 ～ 18 頁、
1996 年 3 月。

「彼女はニューヨーク・ダダ (2)――胡適の恋人 E・クリフォ - ド・ウィリ
アムズの生涯」、『東方』第 181 号、8 ～ 18 頁、1996 年 4 月。

「「故郷」における希望の論理と中国国語教科書の階級論」、『国語教育相談
室』1996 年４月号〔東京：光村図書出版〕、1996 年 4 月。

「彼女はニューヨーク・ダダ (3)――胡適の恋人 E・クリフォ - ド・ウィリ
アムズの生涯」、『東方』第 182 号、6 ～ 10 頁、1996 年 5 月。
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第 22 巻第 4 号、248 ～ 249 頁、1990 年 4 月。

「コラム世界の文学・中国：魔都の無名氏――羅信耀と『北京風俗大全』」、
『ユリイカ』第 22 巻第 6 号、280 ～ 281 頁、1990 年 5 月。

「コラム世界の文学・中国：美
フォルモーサ

麗島の愛と性――女流文学者李昻」、『ユリ
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頁、1992 年 11 月。

「コラム・ワールド・カルチュア・アップ中国：台湾電
えいが

影侠
やくざ

客の夢――
徐小明監督	天幻城市」、『ユリイカ』第 24 巻第 12 号、252 ～ 253 頁、
1992 年 12 月。

「文学と映像の中の家――改革、開放時代の中国社会」、『世界』第 575 号〔東
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哇依」恋とグルメ：
潘向黎「わたしはちびまる子が大好き」（下）」、『NHK ラジオ中国語講座』
2006 年 5 月号、124 ～ 129 頁。

「「歴史の記憶」伝える／村上文学に世界が共感」、『陸奥新報』2006 年 5
月 28 日ほか〔時事通信社配信〕。

「Book	Review	世紀末中国で甦ったカフカ――残雪著／近藤直子訳『魂の
城――カフカ解読』」、『東方』第 305 号、33 ～ 35 頁、2006 年 7 月。

「〔書評〕「四十一炮」莫言著、吉田富夫訳――現代中国農村の狂騒」、『文學界』
第 60 巻第 6 号、283 ～ 285 頁、2006 年 6 月。

「香港の恋人たちに降る雨は……黄淑嫺「坭街を行く人｣ ( 上 )」、『NHK ラ
ジオ中国語講座』2006 年 6 月号､ 108 ～ 115 頁。

「香港の恋人たちに降る雨は……黄淑嫺「坭街を行く人｣ ( 下 )」、『NHK ラ
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ジオ中国語講座』2006 年 7 月号､ 98 ～ 105 頁。
「正視すべき歴史の記憶」、『北海道新聞』2006 年 7 月 4 日〔映画紹介：池

谷薫監督『蟻の兵隊』〕。
「台湾恐怖政治時代の食卓：李昂「国宴」（上）」、『NHK ラジオ中国語講座』

2006 年 8 月号､ 124 ～ 130 頁。
「〔巻頭随筆	一冊の本〕村上春樹と魯迅および東アジア」、『一冊の本』

2006 年 8 月号、2 ～ 4 頁。
「講演のため初来日した／中国文芸界の社会派、余華／文革の終息を機に

小説家志す」、『公明新聞』2006 年 9 月 24 日。
「台湾恐怖政治時代の食卓：李昂「国宴」（下）」、『NHK ラジオ中国語講座』

2006 年 9 月号､ 120 ～ 125 頁。
「世界文学・文化アラカルト／時代描いた映画に感慨」〔三百人劇場「中国

映画の全貌 2006」〕、『北海道新聞』2006 年 9 月 19 日。
「映画と小説が描くシンガポールという「病める家」」、舛谷鋭監修『開高

健記念アジア作家講演会シリーズ 16：丁雲講演会――シンガポール華
人の喪失と漂流』所収〔東京：国際交流基金〕、8 ～ 9 頁、2006 年 10 月。

「なぜ世界は村上春樹を読むのか」（1 ～ 27 頁）、「札幌「ドルフィン・ホテル」
の思い出と「東アジアと村上春樹」シンポへの展開」（241 ～ 247 頁）、
柴田元幸 ･ 沼野充義 ･ 藤井省三 ･ 四方田犬彦共編『世界は村上春樹を
どう読むか』所収〔東京：文藝春秋社〕、2006 年 10 月。

「北京再発見　徐坤 ｢おはよう北京｣ ( 上 )」、『NHK ラジオ中国語講座』
2006 年 10 月号、84 ～ 89 頁。

「北京再発見　徐坤 ｢おはよう北京｣ ( 下）」、『NHK ラジオ中国語講座』
2006 年 11 月号、84 ～ 89 頁。

「〔書評〕『アニメーション日中交流記	持永只仁自伝』／得難い足跡を残し
た製作者」、『産経新聞』2006 年 12 月 4 日。

「高度経済成長社会の光と影」、『北海道新聞』2006 年 12 月 5 日〔映画紹介：
賈樟柯監督『三峡好人』〕。

「まじめなシンガポールのブラックユーモア小説――呉耀宗『闇の中の太
鼓』〔原題：『暗鼓』〕「冗談」（上）」、『NHK ラジオ中国語講座』2006 年
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12 月号、94 ～ 99 頁。
「現代中国の原風景――野外映画館「シネマ大世界」が映し出す清く美し

き時代」、『玲玲の電影日記』パンフレット、11 ～ 15 頁、2006 年。
「まじめなシンガポールのブラックユーモア小説――呉耀宗『闇の中の太

鼓』〔原題：『暗鼓』〕「冗談」（下）」、『NHK ラジオ中国語講座』2007 年
1 月号、122 ～ 127 頁。

「文革の悲劇　少女の目で」、『北海道新聞』2007 年 1 月 14 日〔書評：ルル・
ワン著、鴻巣友季子訳『睡蓮の教室』東京：新潮社、2006 年 10 月刊〕。

「言葉の海」〔小川洋子×李昂×藤井省三の鼎談〕、『小川洋子対話集』所収
〔東京：幻冬舎〕、81 ～ 99 頁、2007 年 1 月。

「〔書評〕中国の農村、死者の語りで描く」、『日本経済新聞』2007 年 2 月
11 日朝刊〔書評：閻連科著、谷川毅訳『丁庄の夢――中国エイズ村奇談』
東京：河出書房新社、2007 年 1 月刊〕。

「対談	シンガポール華人の喪失と漂流」〔丁雲と藤井省三との対談〕、『遠近』
第 15 月〔東京：国際交流基金〕、58 ～ 63 頁、2007 年 2 月。

「人気作家・安妮の素顔」、『北海道新聞』2007 年 2 月 27 日夕刊。
「農民出稼ぎ労働者の悲哀――孫恵芬『民工』（上）」、『NHK ラジオ中国語

講座』2007 年 2 月号、100 ～ 105 頁。
「農民出稼ぎ労働者の悲哀――孫恵芬『民工』（下）」、『NHK ラジオ中国語

講座』2007 年 3 月号、120 ～ 125 頁。
「魯迅と村上春樹――東アジア文学における「阿 Q」像の系譜」、『をちこち』

16 号、66 ～ 71 頁、2007 年 4 月。
「再登場の渡辺淳一文学／不倫戒める「道徳」書に／日本留学中の研究者

が報告」、『北海道新聞』2007 年 5 月 15 日夕刊。
｢映画『長江哀歌』に見る現代中国｣、『長江哀歌日本版プレス』〔東京：ム

ヴィオラ〕、10 ～ 11 頁、2007 年 4 月 24 日。
「草原を追われていく遊牧民の悲劇」、『北海道新聞』2007 年 7 月 31 日夕

刊〔映画紹介：寧才監督『白い馬の季節』〕。
｢映画『長江哀歌』に見る現代中国｣、『長江哀歌』所収〔編集：東宝ステラ、

発行所：東宝〕、20 ～ 21 頁、2007 年 8 月 18 日〔『長江哀歌日本版プレス』
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掲載原稿の一部修正版〕。
「賈樟柯監督『長江哀歌』を観る／中国社会の光と影／高度経済成長期中

国の回答」、『図書新聞』第 2835 号、2007 年 9 月 1 日。
「世界文学・文化アラカルト：台湾――翻訳で深まる相互理解」、『北海道

新聞』2007 年 10 月 16 日夕刊。
「都市へと追われる遊牧民の尊厳とリストラ日本の行方」、『キネマ旬報』

1493 号、12 頁、2007 年 10 月下旬〔映画紹介：寧才監督『白い馬の季節』〕。
「北京の魯博と上海の紀念館――中国の魯迅文学館の思い出」、『軽井沢高

原文庫通信』第 68 号、3 頁、2007 年 10 月。
「東アジアが読む村上文学と村上春樹が読む魯迅」、『FA』第 23 号、25 ～

26 頁、2007 年 11 月。
「世界文学・文化アラカルト：香港 ･ 台湾――黒社会と大自然対照的」、『北

海道新聞』2007 年 12 月 18 日夕刊〔映画紹介：畢
ケネス・ビー

國智監督『ドラマー（戦・
鼓）』〕。

「中国南方の小さな町に生まれて――小説家・余華さんに聞く」〔余華談、
藤井省三インタビュー〕、『遠近』14 号、60 ～ 64 頁、2007 年 12 月。

「命の循環説く遊牧の哲学」、『福井新聞』2008 年 1 月 13 日ほか〔時事通
信社配信〕、〔書評：姜戎著、唐亜明・関野喜久子訳『神なるオオカミ（上）』
東京：講談社、2007 年 11 月刊〕。

「座談会　村上春樹の魅力――研究者の視点から」〔川村湊／鈴村和成／藤
井省三／柘植光彦司会〕、『国文学』別巻所収〔東京：至文堂〕、5 ～ 26 頁、
2008 年 1 月。

「新しい越境文学の誕生」、『山陰中央新報』2008 年 2 月 3 日、『岩手新聞』
2008 年 2 月 2 日ほか〔共同通信社配信〕〔書評：楊逸著『ワンちゃん』東京：
文藝春秋、2008 年 1 月刊〕。

「獄中詩人師涛と北京オリンピック・詩のリレー」、『獄中作家の日パンフ
レット』〔発行：日本ペンクラブ〕、2008 年 2 月。

「私の海外長篇小説ベスト 10 選」、『考える人』〔東京：新潮社〕、2008 年春号、
2008 年 4 月。

「現代中国の知識人」( 特集：中国――歴史と現在 )、『大航海』第 66 号、
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32 ～ 40 頁、2008 年 4 月。
「村上春樹チルドレン次々誕生｣、『北海道新聞』2008 年 4 月 8 日夕刊〔書評：

田原著『双生水莽』〕。
「北京の村上春樹の旅」、『TRANSIT』1 号〔東京：講談社〕、137 頁、

2008 年 4 月。
「テーマで読み解く現代／中国①不条理を生きる／安妮宝貝著『さよなら、

ビビアン』ほか」、『東京新聞』2008 年 6 月 8 日朝刊。
「テーマで読み解く現代／中国②／日中で共有する物語／村上春樹著『神

の子どもたちはみな踊る』ほか」、『東京新聞』2008 年 6 月 15 日朝刊。
「テーマで読み解く現代／中国③／綿密な現地取材／吉岡桂子著『愛国経

済』ほか」、『東京新聞』2008 年 6 月 22 日朝刊。
「世界文学・文化アラカルト：中国――四川大地震を映画化」、『北海道新聞』

2008 年 6 月 24 日夕刊。
「中国　銀幕に紡ぐ「記憶」」、『読売新聞』2008 年 6 月 26 日朝刊。
「テーマで読み解く現代／中国④／台湾文学を通じて／白先勇『台北人』

ほか」、『東京新聞』2008 年 6 月 29 日。
「〔交遊抄〕村上翻訳家たち｣、『日本経済新聞』2008 年 7 月 4 日朝刊。
「私の好きな自伝、評伝、日記」、『考える人』2008 年夏号〔東京：新潮社〕、

87 頁、2008 年 7 月。
「中国の『ノルウェイの森』――または天安門事件後の「余計者｣ の恋人

たち」、シアター・イメージフォーラムパンフレット〔婁燁監督『天安門、
恋人たち』〕、2008 年 7 月。

「現代日本文学が中国語になるとき：大江健三郎・村上春樹・渡辺淳一の
ばあい」、『人民中国』2008 年 7 月号、50 ～ 51 頁〔『人民日報』インター
ネット版、2008 年 9 月 5 日〕。

「〔書評〕悲劇・喜劇で暴く中国の暗黒部｣、『日本経済新聞』2008 年 8 月 3
日朝刊〔書評：余華著、泉京鹿訳『兄弟』（上・下）、東京：文藝春秋、
2008 年 6 月刊〕。

「夢の実現と歴史の記憶／北京五輪に思う」、『東京新聞』2008 年 8 月 11
日夕刊。
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「〔書評〕楊逸著『時が滲む朝』を読む――新しい越境文学の登場」、『週刊
読書人』第 2751 号、2008 年 8 月。

「世界文学・文化アラカルト：シンガポール――急速復活／映画産業に注
目」、『北海道新聞』2008 年 9 月 16 日夕刊〔映画紹介：『881	歌え！パ
パイヤ』〕。

「二重越境者が語る「私小説」的現代中国論」、『群像』第 63 巻第 11 号、
350 ～ 351 頁、2008 年 11 月〔書評：リービ英雄『延安　革命聖地への旅』
東京：岩波書店、2008 年 8 月刊／『仮の水』東京：講談社、2008 年 8 月刊〕。

「二〇〇八年読書アンケート｣、『みすず』第 51 卷第 1 号（2009 年 1･2 月
合併号）、7 ～ 8 頁。

「幻の街の「歴史の記憶」――虚実皮膜の不思議な映画」、『四川のうた：ジャ・
ジャンクー監督最新作〇２００８カンヌ国際映画祭コンペテイション
部門正式上映』〔ビターズ・エンド、プレス用パンフレット（非売品）〕、
12 ～ 13 頁、2009 年 1 月 23 日。

「東アジアが読む村上春樹」、『文學界』第 63 巻第 1 号、220 ～ 233 頁、
2009 年 1 月。

「ポストモダンの終焉と百年の現代中国文学」、『東方』第 335 号、4 ～ 5 頁、
2009 年 1 月。

「世界文学・文化アラカルト：中国――映画、小説で描く「底層」社会」、『北
海道新聞』2009 年 1 月 13 日夕刊〔映画紹介：周耀武監督『黄

きゅうり

瓜』〕。
「新しい一年は劉曉波に捧げよう｣	、日本ペンクラブ『獄中作家の日パン

フレット』2009 年 2 月。
「世界文学・文化アラカルト：台湾――庶民感覚で描く日台関係｣、『北海

道新聞』夕刊 2009 年 4 月 1 日〔映画紹介：魏徳聖監督『海角七号』〕。
「インタビュー　天安門以後に「個人｣ を撮る｣〔賈

ジャ・ジャンク―

樟柯×藤井省三対談〕、
『群像』第 64 巻 4 号、158 ～ 165 頁、2009 年 4 月。

「幻の街の「歴史の記憶」――虚実皮膜の不思議な映画」、『四川のうた：ジャ・
ジャンクー監督最新作〇２００８カンヌ国際映画祭コンペテイション
部門正式上映』〔ビターズ・エンド〕、14 ～ 15 頁、2009 年 4 月 18 日。

「高度経済成長支える労働者｣、『北海道新聞』2009 年 6 月 30 日夕刊〔映
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画紹介：賈樟柯監督『賈想１９９６｜２００８』〕。
「食事文化三千年を百科事典風に読んでしまうと――	『中国食事文化の研

究』」、『東方』第 355 号、28 ～ 30 頁、2010 年 9 月〔書評：西澤治彦著『中
国食事文化の研究』東京：風響社、2009 年 12 月刊〕。

「映画を通し聞こえてくる、孫文の “ 遺言 ” とは！？――『孫文－１００
年先を見た男－』」、『Pen』9 月 1 日発売号、98 頁。

「世界文学・文化アラカルト：「底層叙述｣ 貧富の格差警鐘｣、『北海道新聞』
2009 年 10 月 13 日夕刊。

「農村疲弊の実体を告発：『貧者を喰らう国	中国格差社会からの警告』、『北
海道新聞』2009 年 11 月 22 日朝刊〔書評：阿古智子著『貧者を喰らう国』
東京：新潮社、2009 年 9 月刊〕。

「二〇〇九年読書アンケート」、『みすず』第 52 卷第 1 号、2010 年 1・2 月
合併号、28 ～ 29 頁。

「世界文学・文化アラカルト：陳情村が映す腐敗と不条理」、『北海道新聞』
2010 年 1 月 26 日夕刊〔映画紹介：趙亮監督『北京陳情村の人々 ( 上訪 )』〕。

「東アジアと村上春樹と私」、『熱風』第 8 巻第 3 号〔東京：スタジオジブ
リ発行〕、20 ～ 27 頁、2010 年 3 月号。

「アンケート	東大教師が新入生にすすめる本」、『UP』第 39 巻第 4 号、2
～ 3 頁、2010 年 4 月。

「世界文学・文化アラカルト：都市生活の影　奇妙な物語に」、『北海道新聞』
2010 年 4 月 13 日夕刊。

「香草営」〔蘇童著、藤井省三訳・作家紹介〕、『新潮』第 107 巻第 6 号、50
～ 67 頁、2010 年 6 月。

「世界文学・文化アラカルト：関心高まる李昂　シンポ盛況」、『北海道新聞』
2010 年 7 月 13 日夕刊。

「座談会「故郷」の〈文脈〉を掘り起こす	( 特集〈文脈〉を掘り起こす：
文学教育と〈語り〉)」（中村龍一／藤井省三／高木まさき他）、『日本文
学』第 59 巻第 8 号、2 ～ 34 頁、2010 年 8 月。

「〔Book	Review〕	食事文化三千年を百科事典風に読んでしまうと：西澤治
彦著『中国食事文化の研究』」、『東方』第 355 号、28 ～ 30 頁、2010 年 9 月。
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「中国と米国の間を生きる」、『信濃毎日新聞』2010 年 10 月 17 日ほか〔共
同通信社配信〕〔書評：哈金著『自由生活』上・下、東京：NHK 出版、
2010 年 9 月刊〕。

「世界文学・文化アラカルト：映画の夢かなえた高行健」、『北海道新聞』
2010 年 10 月 5 日夕刊。
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「9 月 25 日に生誕 130 周年／東アジアで重要性増す／魯迅文学／漱石から
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書店〕、241 ～ 245 頁、2015 年 11 月。

「不信解く少数派の視点」、『北海道新聞』2015 年 11 月 29 日朝刊〔書評：
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『アンビシャス・ガール―相馬黒光展』所収〔仙台文学館編集・発行〕、
2001 年 3 月。

「台湾／外省人の流浪と改名」、『毎日新聞』2001 年 4 月 12 日。
「香港／香港文化シンポジウム」、『北海道新聞』2001 年 4 月 24 日。
「香港／大陸への異議申し立て」、『毎日新聞』2001 年 6 月 28 日。
「「魯迅毒殺説」、再び」、『北海道新聞』2001 年 7 月 24 日。
「魯迅生誕１２０周年」、『毎日新聞』2001 年 9 月 6 日。
「香港／忘れられぬ大宴会」、『北海道新聞』2001 年 10 月 16 日。
「「日本語人」の自分史」、『毎日新聞』2001 年 11 月 8 日。
「中国／想像絶する危機を告発」、『毎日新聞』2002 年 4 月 4 日。
「藤井省三氏――故郷の喪失、自分の原点（あとがきのあと）」、『日本経済

新聞』2002 年 4 月 7 日朝刊〔『魯迅事典』についてのインタビュー記事〕。
「台湾／注目集まる戦前期文化」、『毎日新聞』2002 年 6 月 6 日。
「返還５年、香港の不安」、『毎日新聞』2002 年 6 月 16 日。
「イラク戦争／「反戦」にも差異、米・中・台の微妙な三者関係」、『愛媛新聞』

2003 年 4 月 6 日ほか〔共同通信社配信〕。
「中国／ SARS 禍が次のテーマ？」、『北海道新聞』2003 年 6 月 3 日。
「中国／ SARS 後が訪日ラッシュ」、『北海道新聞』2003 年 8 月 19 日。
「〔インタビュー〕著者の視点――この人に聞く――『中国見聞一五〇年』

の著者藤井省三さん」、『創価新報』2003 年 11 月 19 日。
「私の王府井ウォーク」、『CHAI』2004 年 2 月号〔東京：中文産業〕、2 頁。
「新興店に甘いグルメ本」、『北海道新聞』2004 年 4 月 20 日夕刊。
「だから翻訳はおもしろい (12)　中国文学者という「しびれた触手」」、『図

書』第 660 号〔東京：岩波書店〕、38 ～ 40 頁、2004 年 4 月。
「日中の文化交流を願う」、『北海道新聞』2004 年 9 月 28 日。
「中国英語 25 年――文化大革命終息後から上海・新天地まで」（特集「英
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語は世界でどう話されているか――World	English 入門」）、『英語教育』
第 53 巻第 11 号、26 ～ 28 頁、2005 年 1 月。

「〔インタビュー〕SPECIAL	INTERVIEW：中産階級の人々を表現した作
品から、リアルな中国の姿が見えてきます。」、『上海 WALKER』2006
年 2 月号〔上海：上海转播出版社〕、13 頁。

「〔インタビュー〕東アジアでの「春樹」の読まれ方／互いの歴史意識共有
する可能性／藤井省三さん／中国文学者」、共同通信社配信、『東奥日報』
2006 年 5 月 28 日ほか。

「〔インタビュー〕春樹――なぜ海外で読まれるか／失ったもの考えさせる
＜中国＞」、『読売新聞』2006 年 6 月 5 日。

「〔インタビュー〕纪念鲁迅诞辰 125 周年暨逝世 70 周年／ “ 所有日本学生
读过「故乡」” ／日本着名鲁迅研究专家藤井省三访谈录」〔インタビュ
アー：何德功记者〕、『参考消息』〔中国：新华通讯社〕、2006 年 10 月 19 日、
12 頁。

「中国文学者という「しびれた触手」」、岩波新書編集部編『翻訳家の仕事』
所収〔東京：岩波書店〕、47 ～ 52 頁、2006 年 12 月。

「週刊新潮掲示板｣、『週刊新潮』2008 年 8 月 7 日号、78 頁。
「魯迅を新訳／魯迅の深い苦悩伝えたい／日本語訳文の「魯迅化｣ で人物

の内面に迫る｣、『公明新聞』2009 年 7 月 14 日。
「青春の一冊：白酒精神に誘われ中文へ「阿Ｑ正伝」魯迅著」、『東京大学新聞』

第 3591 号、2009 年 12 月 8 日。
「週刊新潮掲示板」、『週刊新潮』2011 年 11 月 10 日号、76 頁。
NHK ラジオ国際放送局「東瀛之声～中国文学、日本文学、その魅力～」〔泉

京鹿氏との対談〕、2014 年 2 月 9 日放送。
「魯迅の弟：周作人宛て 1400 通　藤井省三・東京大教授の話」、『毎日新聞』

2015 年 3 月 25 日朝刊。
「言葉のアルバム　魯迅の心に阿Ｑが宿る」〔インタビュアー：藤原善晴記

者〕、『読売新聞』2015 年 8 月 21 日夕刊。
「今、魯迅を読むことの意味」、『公明新聞』2015 年 10 月 4 日。
〔インタビュー〕‘For	the	love	of	Lu	Xun’,interview	by	Cai	Hong,	in	“China	
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Daily”,	p32,	25th	Nov.2016-1st	Jan.2016.
「现代北京的 “ 老炮儿 ” 与民国时期的闰土」〔中国語〕林敏潔译／「現代北京

の “ 老炮児 ” と民国期の閏土」〔日本語〕、『日经中文网』2016 年 3 月 14 日。
http://cn.nikkei.com/columnviewpoint/column/18650-20160314.html

「在东京池袋与余华同赏戏剧《兄弟》」〔中国語〕林敏潔译、「東京・池袋で余
華さんと演劇『兄弟』を見て」〔日本語〕、『日经中文网』2016 年 4 月 21 日。
http://cn.nikkei.com/columnviewpoint/column/19163-20160421.
html?limitstart=0

「老外汉学家的车轱辘话（3）“ 永远的少年 ” 村上春树成为耶鲁大学名誉文

学博士之际」〔中国語〕林敏潔译／「“ 老外漢学家 ” の繰り言（3）「永
遠的少年」村上春樹がイエール大学名誉文学博士となる時」〔日本語〕、

『日经中文网』2016 年 7 月 15 日。
http://cn.nikkei.com/columnviewpoint/column/20488-20160715.html

「魯迅もそばが大好きですか？」、季刊「新そば」編『そばと私――文春文
庫』所収〔東京：文藝春秋社〕、230 ～ 233 頁、2016 年 9 月。

「老外汉学家的车轱辘话（4）莫言畅谈 “The	Book	of	Novels”」	〔中国語〕
林敏潔译／「老外漢学家の繰り言（4）莫言が名調子で語る “The	Book	
of	Novels”」〔日本語〕、『日经中文网』2016 年 12 月 28 日。
http://cn.nikkei.com/columnviewpoint/column/23014-2016-12-28-04-59-13.
html

「老外汉学家的车轱辘话（5）现代中国学生与毛泽东的《体育之研究》」〔中
国語〕林敏潔译／「老外漢学家の繰り言（5）現代中国の学生と毛沢東
の「体育之研究」」〔日本語〕、『日经中文网』2017 年 2 月 4 日。
http://cn.nikkei.com/columnviewpoint/column/23538-2017-02-04-06-57-45.
html

「老外汉学家的车轱辘话 (6) 村上春树中的 “ 南京大虐杀 ”——新作《刺死骑

士团长》中的中国」〔中国語〕林敏潔译／「“ 老外漢学家 ” の繰り言（6）
村上春樹の中の「南京事件」――新作『騎士団長殺し』における中国」〔日
本語〕、『日经中文网』2017 年 3 月 20 日。
https://cn.nikkei.com/columnviewpoint/column/24257-2017-03-20-04-59-39.
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html
「老外汉学家的车轱辘话（7）杭州的鲁迅樱」〔中国語〕林敏潔译／「“ 老

外漢学家 ” の繰り言（7）杭州の魯迅桜」〔日本語〕、『日经中文网』2017
年 5 月 19 日。
https://cn.nikkei.com/columnviewpoint/column/25199-2017-05-19-04-55-00.
html

「〔インタビュー〕日本鲁迅研究的历史与现状――藤井省三教授访谈」〔中
国語〕呂周聚译、『社会科学辑刊』2017 年 5 期、149 ～ 154 頁、2017 年
5 月。

「老外汉学家的车轱辘话（8）東京大学第 90 届五月校園节与中国高校的联

欢会」〔中国語〕林敏潔译／「“ 老外漢学家 ” の繰り言（8）東大第 90 回
五月祭と中国の大学聯歓会」〔日本語〕、『日经中文网』2017 年 6 月 13 日。
http://cn.nikkei.com/columnviewpoint/column/25542-2017-06-13-04-56-00.
html

「老外汉学家的车轱辘话 (9) 走进仙台皮肤科学会的 “ 鲁迅 ”」〔中国語〕林敏
潔译／「“ 老老外漢学家 ” の繰り言（9）仙台の皮膚科学会における魯迅」

〔日本語〕、『日经中文网』2017 年 7 月 17 日。
https://cn.nikkei.com/columnviewpoint/column/26032-2017-07-17-04-54-00.
html

「老外汉学家的车轱辘话（10）由首尔的 “ 中国电影论坛 ” 想起」〔中国語〕
林敏潔译／「“ 老老外漢学家 ” の繰り言 (10) ソウルの「中国映画フォー
ラム」で思い出す」〔日本語〕、『日经中文网』2017 年 7 月 17 日。
http://cn.nikkei.com/columnviewpoint/column/26745-2017-08-30-04-54-00.
html

「老外汉学家的车轱辘话（11）中国的网络谣言和电视剧」〔中国語〕林敏潔
译／「“ 老老外漢学家 ” の繰り言 (11) 中国のネットデマとテレビドラマ」

〔日本語〕、『日经中文网』2017 年 9 月 17 日。
http://cn.nikkei.com/columnviewpoint/column/26959-2017-09-17-04-51-10.
html?limitstart=0

「老外汉学家的车轱辘话 (12)“ 网 ”（枉）言可畏――中国的网络谣言和鲁迅
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的教诲」〔中国語〕林敏潔译／「“ 老老外漢学家 ” の繰り言 (12)“ 網 ” 言
可畏〔もうげんおそるべし〕――中国のネットデマと魯迅の教え」〔日
本語〕、『日经中文网』2017 年 10 月 30 日。
http://cn.nikkei.com/columnviewpoint/column/27600-2017-10-30-04-51-40.
html

「老外汉学家的车轱辘话 (13) 多重 “ 自画像 ” 的记忆 -——山形电影节所观中

国电影纪录片」〔中国語〕林敏潔译／「“ 老老外漢学家 ” の繰り言 (13)
多重の “ 自画像 ” としての記憶――山形映画祭で見た中国ドキュメンタ
リー映画」〔日本語〕、『日经中文网』2017 年 12 月 27 日。
https://cn.nikkei.com/columnviewpoint/column/28530-2017-12-27-04-51-20.
html?limitstart=0

「希望語る魯迅に救われ」、『読売新聞』2018 年 3 月 18 日朝刊。
「文学の力信じる学者の矜恃――藤井省三さん最終講義」、『四国新聞』

2018 年 3 月 28 日ほか〔共同通信配信〕。

３、国際会議講演報告類

〔表記について〕
会議の名称／開催場所／開催期間／〔役割〕／講演タイトルを記した。

International	Congress	of	Human	Sciences	in	Asia	and	North	Africa、東京・
京都、1984 年 8 月１日。
報告“Lu	Xun魯迅and	Natume	Soseki夏目漱石――How	Leonid	Andreev	
Influenced	Them”

第 13 回国際比較文学会東京会議、東京、1991 年 8 月 25 日。
招待講演“How	Japanese	linguists	introduced	Lu	Xun	魯迅	in	textbooks	
and	 classes	 of	 Chinese--A	 study	 on	 the	 introduction	 of	modern	
Chinese	literature	and	the	Japanese	understanding	of	China	before	the	
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War”	

中日翻訳文学小型座談会、台湾台北市：文化建設委員会主催、1992 年 3
月 29 日～ 4 月 3 日。
招待講演「對台湾的日本文化界之意識形態――佐藤春夫的小説「女誡
扇綺譚」裡面的殖民地主義和民族主義」	

中国現代文学国際学会〔台湾中央研究院主催〕、台湾台北市：中央研究院
文哲研究所、1993 年 12 月 20 日～ 21 日。
招待講演「鉛筆的恋愛、汽車的共和国――胡適的留美経験与「終身大事」」

the	2nd	 International	 Sinological	 Symposium,	 Institute	 of	Asian	 and	
African	Studies	of	the	Slovak	Academy	of	Sciences,	Smolenice	Castle,	
Bratislava,	June	22 ～ 	25,1993.
招待講演 “On	the	Influence	of	the	Legend	of‘The	Wondering	Jew’on	Lu	
Xun	and	Akutagawa	Ryunosuke“

日拠期台湾文学国際学会〔清華大学中文系主催〕、台湾新竹市：清華大学、
1994 年 11 月 25 日～ 27 日。
招待講演「“ 大東亜戦争 ” 時期台湾読書市場的成熟和文壇的成立――従
皇民化運動到台湾国家主義之道路」

魯迅芸術思想與当代文芸運動国際学術研討会〔魯迅学会主催〕、中国湖南省：
湖南省張家界、1995 年 9 月 21 日～ 25 日。
研究報告「作為 “ 小説共和国 ” 的故郷――魯迅與莫言」

呂赫若文学国際研討会〔台湾台北市：連合報社主催〕、台湾台北市、1996
年 11 月 30 日～ 12 月 2 日。
招待講演「呂赫若与東宝国民劇――自入東京声専音楽学校到演出『大
東亜歌舞劇』」
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第 30 回東洋学学術会議〔成均館大学校大東文化研究院・韓国中国現代文
学学会共催〕、韓国ソウル市：成均館大学校、1997 年 12 月 15 日～ 17 日。
招待講演「魯迅「故郷」的読書史與中華民国公共圏的成熟」

香港文学国際研討会、香港：香港中文大学、1999 年 4 月 15 日～ 17 日。
招待講演「小説爲何如何譲人「記憶」香港――李碧華『胭脂扣』与香
港意識」

“The	May	4th	International	Symposium“、中国北京市：北京大学、1999
年 5 月 1 日。
招待講演“How	Japanese	started	to	study	contemporary	Chinese	Literature	
after	the	May	4th	Movement”

京都大学人文科学研究所 70 周年記念シンポジウム、京都市：京都大学人
文科学研究所、1999 年 11 月 20 日。
招待講演「香港意識的形成與李碧華文学」

第 2 回日台シンポジウム、東京：法政大学、1999 年 12 月 3 日～ 1999 年
12 月 4 日。
招待講演「帝国主義支配下台湾文学のダイナミズム」

東大シンポジウム（TODAI	INTERNATIONAL	SYMPOSIUM）、東京：
東京大学山上会館 1999 年 12 月 14 日～ 1999 年 12 月 16 日〔オーガナ
イザー〕
特別講演「佐藤春夫和岩波文庫『魯迅選集』」

「張愛玲与二十世紀中文文学」学術研討会、香港：嶺南大学、2000 年 10
月 24 日～ 26 日。
招待講演「中国文学翻訳者室伏克拉拉――日本最早的「張迷」」
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韓国中国現代文学学会第６回中国現代文学国際学術大会、韓国：ソウル大
学、2000 年 12 月 14 日～ 15 日。
招待講演「日本人研究者的現代中国文学史」

廿一世紀中国学術研究前瞻国際学術研討会、香港：香港大学、2001 年 1
月 17 日～ 19 日。
招待講演「村上春樹与東亜――作爲都市現化標誌的文学」

"Taiwan	Under	the	Colonial	Rule;		1895-1945		History,	Culture,	Memory",	
ニューヨーク：コロンビア大学、2002 年 3 月 29 日～ 30 日。
招待講演 “The	Formation	of	Taiwanese	Identity	and	the	Cultural	Policy	
of	Various	Outside	Regimes”

第１回中国現代文学亜州学者国際学術会議「越界与跨国：中国現代学研究
的区域視角与多元探索」、シンガポール：シンガポール大学、2002 年 4
月 20 ～ 21 日。
基調講演「三省堂版『魯迅事典』的発行与 21 世紀魯迅研究」

台湾文学史書写国際学術会議、台湾台南市：台湾成功大学中文系、2002
年 11 月 22 ～ 24 日。
招待講演「諸外来政権之文化政策与台湾意識的形成」

AAS（アジア学会）ニューヨーク大会パネル “Transculturalism	and	
Transnationalism	in	1940s’s	Taipei",	米国ニューヨーク、2003 年 3 月 30
日。
研究報告 “The	Rise	and	Fall	of	Taipei	Cinema	League	:	Film	Revolution	
in	1930’s	Modern	City”

『人民中国』創刊 50 周年記念シンポジウム、東京：日中友好会館、2003
年 7 月 12 日。
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招待講演「村上春樹の中の中国」

現代中文文学国際会議、香港：嶺南大学、2003 年 10 月 13 日。
招待講演「二十世紀日本対中国現代文学的接受」

「北京：都市想像与文化記憶」国際学術研討会、中国北京市：北京大学中文系、
2003 年 10 月 22 日。
招待講演「芥川龍之介的北京体験――短編小説「湖南の扇」和佐藤春
夫「女誡扇綺譚」」

日台文化交流フォーラム、東京：明治学院大学白金キャンパス本館、2003
年 11 月 9 日。
招待講演「クレオールとしての台湾文化」

シンポジウム「惜別～藤野厳九郎と魯迅」〔芦原町主催〕、福井県芦原町、
2003 年 11 月 24 日。
招待講演「魯迅と日本人」

第 2 回文化建設委員会文学翻訳賞・台湾文学翻訳シンポジウム〔台湾文学
協会主催〕、台湾台北市：台湾電視公司、2003 年 12 月 19 日。
招待講演「日本における台湾文学翻訳出版の歴史的変遷」

「“ 想像の共同体 ” の再検討」国際研討会、台湾台北市：現代文化基金会、
2003 年 12 月 20 日。
招待講演「中国語圏文学史の構想と “ 想像の共同体 ” 理論」

東大中文 ･ 現代台湾文学国際シンポジウム、東京：東京大学山上会館、
2004 年 9 月 28 日～ 10 月 1 日〔オーガナイザー・実行委員長〕

第 2 回中国現代文学亜州学者国際学術会議、韓国ソウル市：韓国外国語大
学校、2004 年 11 月 5 日。
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招待講演「中国、香港、台湾與村上春樹」

韓国中国現代文学学会「審視中国電影的角度」、韓国、2004 年 12 月 4 日。
招待講演「台湾電影中的精神創傷――地鉄、或者囲繞着鉱山城市台北
的坑道的記憶」

第1回LAC国際シンポジウム、東京：東京大学教養学部、2005年 3月 18日。
招待講演「台湾映画の地下鉄というトラウマ　――鉱山の街台北の坑
道の記憶をめぐって」

2005 年台日國際學術研討會、台湾台北市：國家圖書館國際會議廳、2005
年 10 月 29 日～ 2005 年 10 月 30 日〔その他・チェア〕

国際シンポジウム＆ワークショップ ｢春樹をめぐる冒険――世界は村上文
学をどう読むか｣ 東京シンポジウム、東京：東京大学駒場キャンパス
18 号館ホール、2006 年 3 月 26 日〔オーガナイザー〕

国際シンポジウム＆ワークショップ ｢春樹をめぐる冒険―世界は村上文
学をどう読むか｣ 札幌シンポジウム、北海道札幌市：北海道大学人文 ･
社会科学総合教育研究棟 203 室、2006 年 3 月 29 日〔オーガナイザー〕

東京－首
ソウル

爾中國現代文學研究對話會、東京：東京大学山上会館、2006 年 7
月 15 日～ 2006 年 7 月 16 日〔オーガナイザー〕

2006 年台日國際學術研討會、台湾台北市：國家圖書館國際會議廳、2006
年 9 月 9 日～ 2006 年 9 月 10 日〔その他・チェア〕

「台灣文學藝術與東亞現代性」國際學術研討會、台湾台北市：政治大学、
2006 年 11 月 12 日。
招待講演「村上春樹裡面的中國 : 以〈雪梨的綠街〉〈開往中國的慢船〉《聽
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風的歌》三篇小說為主」

日中青年作家会議、中国北京市：中国社会科学院、2006 年 12 月 23 日。
招待講演「日本に越境した同時代の中国文学」

TAIWAN	AND	ITS	CONTEXTS、New	Haven：Yale	University,	 27th	
April	2007.
招待講演 ”The	Reception	of	Murakami	Haruki	(Cun-shang	Chun-shu)	in	
Taiwan”

日台比較文化研究のための日台合同ワークショップ、千葉市：東京大学検
見川セミナーハウスおよび同山上会館、2007 年 7 月 3 日～ 2007 年 7 月
5 日〔オーガナイザー〕

2007 年台日國際學術研討會、台湾台北市：國家圖書館國際會議廳、2007
年 9 月 8 日。
招待講演「台湾人「新感覚派」作家劉吶鴎における 1927 年の政治と “ 性
事 ”	――日本短篇小説集『色情文化』の中国語訳をめぐって」

香港文學的定位、論題及研究、香港：嶺南大學康樂樓林秀樑會議中心、
2007 年 12 月 21 日。
招待講演「香港人心目中的村上春樹」

第 9 回 LAC 国際シンポジウム、東京：東京大学駒場学際交流ホール、
2008 年 2 月 2 日。
招待講演「2000 年中国映画における「日本兵」の記憶：姜文監督『鬼
が来た！』と蒋欽民監督『戦場に咲く花』」

東京大學・高麗大學共同主辦「日本語學 ‧ 日本文學 ‧ 中國文學國際學術研
討會」、東京：東京大学文学部法文１号館、2008 年 2 月 19 日。
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基調講演「魯迅与村上春樹・王家衛：東亜文学・電影中 “ 阿Ｑ ” 系譜」
	
東京大学中文国際シンポジウム、東京：東京大学山上会館大会議場、2008

年 11 月 1 日〔オーガナイザー〕

五四与中国現当代文学国際シンポジウム、中国北京市：北京大学、2009
年 4 月 23 日～ 2009 年 4 月 25 日。
招待講演「魯迅的「孔乙己」与芥川龍之介「毛利先生」――囲繞清末
読書人和大正時期英語教師展開的回憶故事」〔チェア：戲劇、影視以及
歴史書写セッション〕

The	9th	conference	of	Science	Council	of	Asia,	Asia	Grand	Copthorne	
Waterfront	Hotel,	Singapore、18th	June	2009〔組織委員〕
講演	“Special	Session:	Popular	Culture	in	Asia“Families	in	the	Films	of	Asia”	
&	“The	Past	and	The	Present	Development	of	Singapore	films.”〔日本
学術会議アジア学術会議分科会委員として Chinese	Division〕、School	
of	Humanities	 and	Social	 Sciences	 (HSS)、Nanyang	Technological	
University と共催
一般講演「新加坡小説、電影中的非婚和無性――陳華彪小说《超級鉄
鏈男的故事》与梁智強電影《我在政府部門的日子》的比較研究」

第四屆經典人物─李昂跨領域國際學術研討會／性別、記憶與跨文化書寫、
台湾嘉義市：中正大学台湾文学研究所、2010 年 5 月 21 日。
基調講演「日本文化界與李昂的對話──以吉本芭娜娜（YOSHIMOTO	
Banana）和小川洋子 (OGAWA	Yoko) 為主」

the	10th	Science	Council	of	Asia	Conference	in	Manila、フィリピンマニラ：
Sofitel	Philippine	Plaza	Manila、2010 年 6 月 15 日〔組織委員〕
チェア：Pop	Culture	in	Asia--	Comparison	of	Film	Culture
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第八屆東亞現代中文文學國際學術研討會、東京：慶應義塾大学日吉キャン
パス、2010 年 11 月 3 日〔組織委員等〕
コメンテーター：王潤華（臺灣：元智大學）報告「盧飛白：離散華人
現代主義詩學與批評典範」、朴宰雨（韓國	韓國外國語大學 ) 報告「反思、
認同、諷刺：日帝下留韓、留日中國的三個文人敘寫韓國的文化與人的
三種視線」柯慶明 ( 臺灣	臺灣大學 ) 報告「臺靜農先生詩作中的兩岸經驗」
に対するコメント

第 3 回東京首爾中國現代文學研究對話會、東京：慶應義塾大学日吉キャン
パス、2010 年 11 月 4 日〔組織委員等〕
チェア：李炫政報告〔韓國：ソウル市立大學〕、吳敏報告〔中国：華東
政法大学〕	

東亜的 ‘ 阿 Q’ 形象之系譜	Workshop、韓国ソウル市：東国大学校、2010
年 12 月 2 日〔組織委員等〕
招待講演「魯迅文学里的 ‘ 阿 Q’ 形象的系譜：以『吶喊』、『彷徨』為主」

11th	SCA（アジア学術会議）at	Mongolia、ウランバートル：Mongolia-
Japan	Center	for	Human	Resources	Development,	National	University	
of	Mongolia、2011 年 6 月 4 日〔組織委員等〕
チェア：Pop	Culture	in	Asia“The	Landscape	of	Mongolia	--	the	formation	
of	its	“prairie	image”	in	East	Asia.

侯孝賢映画シンポジウム、名古屋市：名古屋大学東山キャンパス・カンファ
レンスホール、2011 年 6 月 26 日。
基調講演「『百年恋歌』の中の台湾百年史」

紀念魯迅誕辰130周年暨 “ 魯迅：経典与現実 ”国際学術研討会、中国紹興市：
咸亨大酒店、2011 年 9 月 26 日。
招待講演「村上春樹《1 Ｑ 84》中《阿Ｑ正伝》的亡霊們」
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「日本文學中的台灣」國際研討會〔中央研究院人文社會科學研究中心亞太
區域研究專題中心地點主催〕、台湾台北市：中央研究院民族學研究所大
樓、2011 年 10 月 7 日。
基調講演「西川満の戦後創作活動と近代日本文学史における第二期台
湾ブーム」

璀燦波光—2011 劉吶鷗國際研討會（Illuminations	at	2011	International	
Conference	on	Liu	Na-ou）、台湾中壢区：國立中央大學文學院二館三樓
國際會議廳、2011 年 10 月 9 日。
基調講演「劉吶鷗在一九三○年代的東亞文化」	国立中央大學、國立台湾
文學館共催」

第 9 屆東亞現代中文文學國際學術硏討會 ( Ⅱ )・韓國中語中文學會	2011 年
度聯合國際學術大會、韓国ソウル市：崇實大學校、2011 年 10 月 29 日。
招待講演「侯孝賢創造台湾百年史電影之時――《最好的時光	Three	
Times》中的歴史記憶」

「東アジアにおける魯迅「阿Ｑ」像の系譜」第３回ワークショップ〔東京
大学中文・台湾大学台湾文学研究所共催〕、台湾台北市：台湾大学台湾
文学研究所、2011 年 11 月 16 日〔組織委員等〕
招待講演「村上春樹《1 Ｑ 84》中《阿Ｑ正伝》的亡霊們」

東京大学中文・南大中国新文学研究中心共催研究會、東京：東京大学山上
会館・東京大学赤門総合研究棟、2011 年 11 月 4 日～ 2011 年 11 月 5 日

〔オーガナイザー〕

東京大学中文・台大台文所共催東アジア文化ワークショップ、東京：東京
大学山中寮・東京大学文学部、2012 年 7 月 30 日～ 2012 年 8 月 3 日〔オー
ガナイザー〕
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南開大学外国語学院日語文学科創立四十周年記念「東アジア文学と文化の
交流」国際学術シンポ、中国天津市：南開大学、2012 年 9 月 9 日。
招待講演「「Lexington の幽霊」におけるアジア戦争の記憶――村上春
樹 “ デタッチメント ” 時代の終わりをめぐって」

国際魯迅研究会与中国伝媒大学文学院連合主瓣 “ 国際魯迅研究会第一届学
術論壇:北京論壇”、中国北京市：中国伝媒大学文学院、2012年11月10日。
招待講演「松本清張 (Seicho	Matsumoto) 的初期小説《父系之手指》与
魯迅作品《故郷》：従貧困者 “ 棄 ” 郷的 “ 私小説 ” 到推理小説《埋伏》的
展開」

	
東アジアにおける魯迅「阿Ｑ」像の系譜、東京：東京大学山上会館、2012

年 11 月 23 日～ 11 月 24 日〔オーガナイザー〕

第 12 回桜美林大学・北京大学学術シンポジウム、東京：桜美林大学多目
的チャペル ( 桂冠堂 )、2012 年 12 月 15 日。
招待講演「村上春樹と中国：『ノルウェイの森』から『１Ｑ８４』まで」

第 4 回東京－ソウル現代中国文学ワークショップ、韓国ソウル市：高麗大
学、2012 年 12 月 27 日～ 2012 年 12 月 28 日〔コメンテーター〕

ＷＬ in Ｔ / 東京世界文学会議 World	Literature	and	Japanese	Literature	
in	the	Era	of	Globalization、東京：東京大学山上会館、2013 年 3 月 3 日。
招待講演 “Natsume	Soseki 夏目漱石 ,	Lu	Xun魯迅 ,	and	Murakami	Haruki
村上春樹	：A	Genealogy	of	the	Ah	Q	阿Ｑ	Image	in	East	Asian	Literature”

国際魯迅研討会、中国南京市：南京師範大学、2013 年 3 月 23 日。
招待講演「魯迅恋愛小説中的留白匠意：《傷逝》与森鴎外《舞姬》的比
較研究」
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跨文化視閾中的当代華語文学国際学術研討会、中国南京市：南京師範大学
文学院、2013 年 6 月 8 日。
招待講演「莫言文学在日本的翻訳与伝播」

名古屋シンポジウム：分裂の物語・分裂する物語――漂泊する叙事 1940
年代中華圏における文化接触史、名古屋市：愛知大学車道校舎コンベ
ンションホール、2013 年 8 月 3 日～ 2013 年 8 月 4 日。

〔チェア〕「再構築される分裂の記憶」

文化の越境と他者の表象、中国重慶市：四川外語大学、2013 年 10 月 18 日。
基調講演「魯迅恋愛小説における空白の意匠 :「愛と死（原題：傷逝）」
と森鴎外「舞姫」との比較研究」

流轉中的文學──第十屆東亞學者現代中文文學國際學術研討會、香港：香
港教育學院、2013 年 10 月 25 日。
招待講演「村上春樹 “ 超然 ” 時代的終結——以《列克星敦的幽靈》中東
亞戰爭的記憶為中心」

日台作家東京会議、東京：東京大学山上会館、2013 年 11 月 15 日～ 2013
年 11 月 16 日〔オーガナイザー〕

「現代東アジア文学史の国際共同研究」ワークショップ、東京：東京大学
文学部、2013 年 12 月 22 日～ 2013 年 12 月 23 日〔オーガナイザー〕

中国現代作家手稿及文献国際学術研討会、中国上海市：上海魯迅紀念館、
2014 年 8 月 15 日。
招待講演「魯迅帰郷故事三篇与莫言「懐抱鮮花的女人」――以托爾斯
泰《安娜・卡列尼娜》爲輔助線来比較」

日本學振會科研費國際共同研究計劃：東亞文學史台北學術工作坊〔東京大
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学文学部中文研究室・台湾大学台湾文学研究所共催〕、台湾台北市：台
湾大学台湾文学研究所、2014 年 9 月 27 日。
基調講演「魯迅歸鄉故事三篇與莫言「懐抱鮮花的女人」――以托爾斯
泰《安娜・卡列尼娜》爲輔助線来比較」

講述中国与対話世界：莫言与中国当代文学国際学術研討会、中国北京市：
北京師範大学国際写作中心、2014 年 10 月 24 日。
招待講演「莫言与魯迅之間的帰郷故事系譜――以托爾斯泰《安娜・卡
列尼娜》爲輔助線」

第三届 21 世紀世界華文文學高峰會議、中国南京市：南京大学、2014 年 11
月 2 日。
招待講演「魯迅帰郷故事三篇与莫言「懐抱鮮花的女人」的比較研究――
以托爾斯泰《安娜・卡列尼娜》爲輔助線」

第 5 届国際魯迅研究会蘇州論壇、江蘇省蘇州市：蘇州大学、2014 年 11 月
21 日。
招待講演「夏目漱石『哥児』与魯迅「阿Ｑ正伝」之比較研究――以女
僕阿清与呉媽的系譜爲輔助線」

「村上春樹と中国」国際シンポジウム、中国上海市：上海杉達学院、2014
年 12 月 6 日。
基調講演「莫言と村上春樹あるいは東アジア 1989 年の『アンナ・カレー
ニナ』」

第 5 回東京－首
ソウル

爾中國現代文學研究對話會、東京：早稲田大学 11 号館会
議室、2014 年 12 月 19 日～ 12 月 20 日〔組織委員等（名誉委員長）〕
コメンテーター：第五場《歷史記錄與文學創作》13.	被召喚的	80	年代：
歷史記憶和文化想像初探

	

東大2018藤井省三最終校0222.indd   234 2019/02/22   18:22:49



 235 
藤井省三教授　年譜・中国関係業績目録

第 60 回国際東方学者会議シンポジウム：東アジアにおける村上春樹、東
京都千代田区：教育会館、2015 年 5 月 15 日〔組織委員等〕

シンポジウム「現代東アジア文学史の国際共同研究」、北九州市：北九州
市立松本清張記念館、2015 年 8 月 22 日～ 8 月 23 日〔組織委員等〕
基調講演「夏目漱石と魯迅――「夜の支那人」事件から「阿Ｑ正伝」まで」

第 2 回日台作家会議、台湾台北市：台湾大学、2015 年 10 月 14 日～ 10 月
15 日〔組織委員等〕

「日本という壁」シンポジウム、東京：東京大学伊藤ホール、2016 年 9 月
17 日。
チェア：Panel	4	日本の「壁」を語る詩人と作家／ The	Challenge	of	
Japan	in	Contemporary	Chinese	Literature

International	Conference	 on	 Interpreting	 the	History	 of	Hong	Kong	
through	 Literature	 and	 Culture,　The	Hong	Kong	 Institute	 of	
Education ／ Hong	Kong	Shue	Yan	University,	10th	April		2015.
基調講演「日本文学中的香港景状：香港与這一百多年来的日本文化界」

The	6th	Academic	Forum	 ,	Dusseldorf	Forum	of	 International	Society	
of	Lu	Xun	Studies、ドイツデュッセルドルフ：デュッセルドルフ大学、
2015 年 7 月 1 日。
招待講演「魯迅電影作品在日本的接受――以陳白塵改編、岑範導演的
作品《阿Ｑ正伝》（1981）爲中心」

第 102 回日本エスペラント大会、宮城県仙台市：仙台市民会館、2015 年
10 月 12 日。
招待講演「エロシェンコと魯迅」
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互為方法的中国和日本／相互・方法としての中国と日本――中国の日本研
究者と日本の中国研究者による北京対話〔日本国際交流基金北京事務
所主催〕、中国北京市：北京大学、2016 年 3 月 15 日
招待講演「現代日中文化交流の系譜：夏目漱石・魯迅・太宰治・村上
春樹と村上チルドレン――付論：「竹内魯迅」の問題性」

国際台湾文学研討会、米国：カリフォルニア大学サンタバーバラ校
UCSB、2016 年 5 月 10 日。
基調講演“On	the	representation	of	Taiwan	image	in	the	works	of	Taiwanese	
authors	in	Japanese	language	after	the	war:	from	Qiu	Yonghan（邱永漢）	
to	HIGASHIYAMA　Akira（東山彰良	or	王震緒）”

The	 2016	 International	 Conference　of	　The	Korean	 Society	 for	
Literature	and	Religion	 (KSLR)	、韓国ソウル市：三育大学、2016 年 7
月 7 日。
招待講演「魯迅電影作品在日本的接受以《阿Ｑ正伝》(1981) 为中心」

2016 魯迅文化論壇、中国北京市：中国人民大学、2016 年 9 月 24 日。
招待講演「佐藤春夫与魯迅 -- 両位作家的相互翻訳和交往」

文藻外語大学シンポ：東アジアの文学交流、台湾高雄市：文藻外語大学、
2017 年 6 月 10 日。
基調講演「魯迅と日本近代作家：夏目漱石『坊っちゃん』と「阿Ｑ正伝」」

大師対話：魯迅与夏目漱石、中国浙江省：紹興文理学院、2017 年 9 月 11 日。
招待講演「作爲日本 “ 国民作家 ” 的夏目漱石与魯迅」

会議名：北大中文系 “ 現代文学与書写語言 ” 国際学術研討会、中国北京市：
北京大学、2017 年 9 月 22 日。
招待講演「魯迅文学日語翻訳与標点問題：以竹内好的《呐喊》翻訳爲中心」
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漱石と魯迅、百年の “ 対話 ”〔中国語：大師対話――魯迅与夏目漱石〕〔東
京大学文学部中文研究室・魯迅文化基金会・南京大学文学院・南京師
範大学外国語学院共催、後援：朝日新聞社〕、東京：東京大学法学政治
学系総合教育棟 102 号室、2017 年 10 月 21 日〔オーガナイザー〕
講演「日本の「国民作家」としての夏目漱石と魯迅」

（2018 年 11 月作成）
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